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小学児童による教室内の温熱環境評価に関する研究 

 

１．小学児童による教室内の温熱環境評価に関する研究 

 

以下の文献を参照。ほとんどが，辻原作成のホームページ（辻原と研究室の業績リスト） 

（https://www.pu-kumamoto.ac.jp/~m-tsuji/gyouyear.html）にリンクあり。もしくは，ダウン

ロード可能。 

 

2009 年度の調査の成果（プロトタイプ，研究の方法の基本形，温度手帳の導入） 

［1］町口賢宏，斉藤雅也，辻原万規彦：ヒトの温熱的快・不快と想像温度・実際温度-札幌と熊

本の小学児童を対象にして-，平成 22 年度空気調和・衛生工学会学術講演会（山口）講演

論文集，pp.2259～2262，2010.9． 

［2］町口賢宏，斉藤雅也，辻原万規彦，鈴木信恵，宿谷昌則，羽山広文：札幌と熊本の小学児

童の温熱的不快と想像温度・実際室温，日本建築学会北海道支部研究報告集，第84号，pp.293

～296，2011.7． 

 

2010 年度の調査の成果（万歩計の導入，ライフスタイルの把握の試み，児童の「環境認識」のプ

ロセスの把握） 

［3］町口賢宏，斉藤雅也，辻原万規彦，鈴木信恵，宿谷昌則，羽山広文：札幌と熊本の小学児

童の温熱的不快と想像温度・実際室温，日本建築学会北海道支部研究報告集，第84号，pp.293

〜296，2011.7． 

［4］町口賢宏，斉藤雅也，辻原万規彦，鈴木信恵，宿谷昌則，羽山広文：ヒトの温度感覚と環

境調整行動に関する研究 その６．札幌と熊本の小学児童の温熱的不快と想像温度，日本

建築学会大会（関東）学術講演梗概集，D-2，pp.41〜42，2011.8． 

 

2011 年度の調査の成果（百マス計算の導入，学習効率の把握の試み，児童の「環境認識」と環境

調整行動へのプロセスの把握） 

⇒2011〜2013 年度は科学研究費補助金「小学児童の夏・冬の閾値温度の地域比較研究」によるプ

ロジェクト 

［5］斉藤雅也，秋成妹，辻原万規彦，町口賢宏：熊本と札幌における小学児童の温熱的不快・

想像温度・授業への集中度合い-その１ 温熱的不快と想像温度-，日本建築学会九州支部

研究報告，第 51 号・２〔環境系〕，pp.121～124，2012.3． 
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［6］秋成妹，斉藤雅也，辻原万規彦：熊本と札幌における小学児童の温熱的不快・想像温度・

授業への集中度合い-その２ 授業への集中度合いと想像温度-，日本建築学会九州支部研

究報告，第 51 号・２〔環境系〕，pp.125〜128，2012.3． 

［7］秋成妹，斉藤雅也，辻原万規彦：熊本と札幌における夏季の小学児童の想像温度・温熱的

不快・授業への集中度 その１．想像温度と授業への集中度，日本建築学会大会（東海）

学術講演梗概集，D-2，pp.249〜250，2012.9． 

［8］斉藤雅也，秋成妹，辻原万規彦，町口賢宏：熊本と札幌における夏季の小学児童の想像温

度・温熱的不快・授業への集中度 その１．温熱的不快となる外気温・実際室温・想像温

度，日本建築学会大会（東海）学術講演梗概集，D-2，pp.247〜248，2012.9． 

 

2012 年度の調査の成果（先生の温熱環境評価の導入，教室の環境「形成」のプロセスの把握） 

［9］緒方理子，斉藤雅也，辻原万規彦，酒田健，宿谷昌則：熊本と東京ならびに札幌における

小学児童と温熱的不快・想像温度，日本建築学会九州支部研究報告，第 52 号・２〔環境系〕，

pp.333～336，2013.3． 

［10］斉藤雅也，辻原万規彦，緒方理子，酒田健，宿谷昌則：真冬の教室における小学児童の想

像温度と温熱的不快の関係-札幌・東京・熊本の比較-，日本建築学会大会（北海道）学術

講演梗概集，D-2，pp.317〜318，2013.8． 

［11］緒方理子，斉藤雅也，辻原万規彦，酒田健，宿谷昌則：熊本と東京および札幌における小

学児童と教員の温熱的不快・想像温度，日本建築学会大会（北海道）学術講演梗概集，D-2，

pp.319〜320，2013.8． 

［12］斉藤雅也，辻原万規彦，緒方理子，酒田健：小学生の想像温度と暑熱不快・寒冷不快に関

する研究 2012 年夏・秋の札幌・東京・熊本を事例として，日本建築学会大会（近畿）学

術講演梗概集，D-2，pp.467〜468，2014.9． 

 

※2013 年度はお休み（辻原が４ヶ月台湾出張のため） 

 

2014 年度の調査の成果（環境調整行動の把握，児童の環境「調整」のプロセスの把握，学習の効

果の把握） 

⇒2014〜2016 年度は科学研究費補助金「小学児童の想像温度に基づく地域住育プログラムの開発

研究」によるプロジェクト 

［13］斉藤雅也，谷川愛美，辻原万規彦：熊本と札幌における小学児童の夏の温熱的不快・想像

温度-小学児童の想像温度に基づく地域住育プログラムの開発研究（１）-，日本建築学会

九州支部研究報告，第 54 号・２〔環境系〕，pp.237〜240，2015.3． 
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［14］谷川愛美，斉藤雅也，辻原万規彦：熊本と札幌における小学児童の温熱環境の認識力と調

整力-小学児童の想像温度に基づく地域住育プログラムの開発研究（２）-，日本建築学会

九州支部研究報告，第 54 号・２〔環境系〕，pp.241〜244，2015.3． 

［15］SAITO Masaya and TSUJIHARA Makihiko : Thermal Adaptation of Elementary Students in 

Summer by Cognitive Temperature Scale -In the case of Sapporo and Kumamoto-，日本建築学会

大会（関東）学術講演梗概集（選抜梗概），D-2，pp.471〜474，2015.9． 

 

2015 年度の調査の成果（暑熱「不快」度の把握，暑熱「不快」度と環境調整行動の関係，ライフ

スタイルと温熱環境認識の関係） 

［16］黒田静香，斉藤雅也，辻原万規彦：熊本と東京における児童の教室内での暑熱不快度と環

境調整行動の関係-小学児童の想像温度に基づく地域住育プログラムの開発研究（３）-，

日本建築学会九州支部研究報告，第 55 号・２〔環境系〕，pp.285〜288，2016.3． 

［17］斉藤雅也，辻原万規彦：小学生の想像温度・暑熱不快・環境調整行動に関する研究-2015

年夏の熊本・東京を事例として-，日本建築学会大会（九州）学術講演梗概集，D-2，pp.521

〜522，2016.8． 

 

※2016 年度は平成 28 年度熊本地震のため，調査をお休み 

 

その後の検討の追加 

［18］斉藤雅也，辻原万規彦：ヒトの熱環境適応と想像温度に関する考察，日本建築学会大会（中

国）学術講演梗概集（選抜梗概），D-2，pp.33〜36，2017.8． 

［19］斉藤雅也，辻原万規彦：ヒトの想像温度の形成プロセスに関する考察，日本建築学会大会

（東北）学術講演梗概集（選抜梗概），D-2，pp.269〜272，2018.9． 

 

※2017 年度からは，大学生を対象とした調査を開始（屋外と室内を行き来した時の温熱環境評価） 

※2018 年度は，「季節」の匂いと「季節」の音 

※2019 年度と 2020 年度は，札幌・福山・熊本の３箇所で調査（「温度想像力」の養成） 

 

２．参考 URL 

［1］札幌市立大学デザイン学部 斎藤雅也先生の研究室 

http://faculty1.scu.ac.jp/msaito/ 

［2］北海道大学大学院工学研究院 建築環境学研究室 

https://hokudaikankyou.wixsite.com/6-ko 

［3］福山大学工学部 伊澤康一先生の研究室 

https://www.fukuyama-u.ac.jp/eng/architecture/isawa-kouichi/ 


